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概    要 スギ花粉症患者の遺伝子多型による解析から ORMDL3、DAF において数ヵ所にリス
クアレルが存在することが判明した。ORMDL3 リスクアレル患者では、CD4 陽性細胞における poly-IC 刺
激での IL-17 産生と肥満細胞からのスフィンゴシン 1 リン酸脱顆粒が高いことが判明した。DAF は、補
体 C3 が活性化して C3a（アナフィラトキシン）になるのを抑制するが、スギ花粉症患者では、スギ飛散
期に健常人に比べ DAF の mRNA 発現が有意に低下していた。さらに同時期スギ花粉症患者の網羅的蛋白
解析で、C3a が有意に増加していた。これまで効果を証明できた舌下免疫療法では、症状が良くなった
患者において IL-17、C3a いずれも低値をとることが判明した。今後 IL-17 と補体の関係、ORMDL3、DAF
遺伝子からの治療戦略を構築していく。 













これまで SLIT は、①奏効率は 60～70％、②






20 年 3 月 4日特許出願した。その後、平成 22 年度

















した B 細胞株 70 種類においてアレル別 ORMDL3 発





倣して、poly-IC で刺激をすると ORMDL3 の発現が
亢進した。LPS, MALP-2 の刺激では ORMDL3 の発現
は変化しなかった。rs7216389 のアレル別３群にお
いて末梢血から CD4 陽性細胞を分離し、poly-IC 刺




 全ゲノム解析では、一次解析にて 384 SNP に絞
られ、二次解析を行い、三次解析として 26 SNP に
絞られた。その中で DAF に注目し解析を行ったと





rs10746463 が A/ A になっていると血清中総 IgE と
スギ特異的IgEの両方とも高値であった。これは、












 これまで 5 年間行ってきた舌下免疫療法患者に





た。これまで IL-17 と C3a の関係については、不
明であったが、昨年 10 月 Nature Immunology に血
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